
国旗あげ、心ゆたかなよい一日

銃砲の保管は厳重に

　3月8日、中央公民館で銃砲の検査が実施されまし

た。

　当日検査を受けた銃は207挺で、4挺の未検査があ

りましたが、日向警察署で検査を受けました。

　最近、散弾銃等による強盗事件や暴力団の抗争事件

又は、三角関係の精算などと目的外使用による犯罪等

にも利用されることから保管取扱いについては十分留

意し、盗難、紛失等のないようにしてください。

　警察では、立入検査を実施する予定との事ですので

保管には十分留意して下さい。
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父母よ神にも似たるこしかたに

　　　　思ひ出ありゃ山ざくら花
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効
率
的
な
運
用
で

サ
ー
ビ
ス
向
上
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
慌
て
は
、
電
算
機
（
コ
ノ
’
＝
　
i
タ

ー
）
を
導
入
し
、
4
月
1
日
か
ら
稼
動

（
利
用
）
す
る
こ
と
に
な
う
ま
し
た

　
役
場
の
事
務
機
構
は
、
昭
和
那
年
に

大
き
な
事
務
改
善
を
行
い
、
窓
口
事
務

や
文
書
事
務
の
一
元
化
を
刮
う
ま
し
た

し
か
し
、
移
り
変
る
社
会
情
勢
の
中
に

あ
っ
て
、
行
政
事
務
は
多
棒
、
多
様
化

し
、
か
つ
頃
雑
化
し
ま
し
た
。
町
て
も

制
度
の
新
設
、
改
正
等
に
伴
い
、
そ
の

都
度
対
応
策
を
講
し
、
現
在
に
金
っ
て

い
ま
す
か
、
昨
今
の
行
政
需
要
ま
、
更

に
増
大
の
一
途
を
た
と
り
、
事
務
量
も

ひ
と
昔
前
に
比
へ
大
き
く
増
加
し
、
ま

た
、
今
後
共
、
増
加
す
る
こ
と
か
十
分

考
え
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
行
政
の
目
的
ほ
、
節
度
あ
る
住
民
福

祁
の
同
ト
に
あ
る
わ
け
て
す
か
、
や
や

も
す
る
と
、
日
常
の
事
務
処
理
に
追
わ

れ
、
行
政
て
や
ろ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

部
分
が
、
し
い
れ
去
う
れ
て
い
る
の
て
は

な
い
か
と
考
え
る
こ
と
も
否
定
て
き
ま

せ
ん
。

　
町
て
は
、
こ
の
よ
う
な
事
帳
か
附
し

な
い
よ
う
、
玄
た
、
少
し
で
も
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
曜
消
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

へ
の
井
・
ヒ
ス
向
上
と
、
行
政
事
務
の

効
率
化
を
図
、
な
か
ら
、
電
算
機
の
本

格
稼
動
’
、
生
し
る
余
剰
人
員
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
能
ヵ
を
正
し
く
生
か
し
、
か
つ

「
人
な
ろ
て
は
一
の
分
野
に
配
置
し
、

行
政
事
務
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
電

算
機
の
導
入
に
ふ
み
き
う
ま
し
た
。

9

事
務
改
善
と

導
入
ま
で
の
経
過

　
導
人
の
主
旨
孤
以
上
の
よ
う
な
こ
と

て
す
か
、
導
入
ま
て
の
経
過
を
み
ま
す

と
、
昭
和
5
4
年
1
1
月
に
、
事
務
改
善
委

員
会
を
発
足
｝
、
・
せ
、
現
状
の
事
務
の
分

析
、
検
討
を
行
h
、
あ
わ
せ
て
、
電
算

機
に
よ
る
事
務
処
理
の
利
占
、
欠
三
等
に

つ
h
て
、
専
門
機
関
の
指
導
、
意
見
を

受
ナ
な
か
ら
、
改
善
の
方
向
に
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た

　
昭
和
5
5
年
度
末
に
お
い
て
は
、
県
内

の
8
6
％
に
当
る
市
町
村
か
、
電
算
に
長

る
事
務
処
理
を
行
な
r
・
て
い
ま
す
か
、

一
部
分
を
除
い
て
、
そ
の
大
睾
か
、
蚕

託
に
よ
る
処
理
て
あ
り
、
こ
れ
ら
香
巾

町
村
の
状
況
も
調
査
し
、
ま
た
、
指
導

を
う
け
な
か
・
つ
研
究
し
た
結
果
、
本
条

に
お
ナ
る
現
在
の
事
務
機
構
か
ら
脱
却

す
る
た
み
に
は
、
霞
詳
覧
を
導
入
す
る

こ
と
か
最
も
有
利
4
、
あ
る
こ
と
の
結
論

に
達
し
、
昨
年
1
2
月
の
定
例
町
議
会
に

電
算
機
導
人
に
関
す
る
予
算
を
提
集
し

可
決
き
れ
ま
し
た
4
3
て
、
早
凍
、
事
務

移
行
の
準
備
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
て
す

4
月
か
ら
住
民
基
本
台
帳
と

固
定
資
産
税
は
電
算
処
理

　
1
2
月
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳
の
霞
算

磯
へ
の
移
行
作
業
か
進
め
ら
れ
、
引
続

、
1
、
・
固
虎
資
糧
税
に
関
す
る
弐
務
の
移
行

作
業
か
／
仔
な
わ
れ
て
い
ま
す
．
こ
の
あ

と
、
つ
｝
h
て
、
町
民
税
・
．
、
か
、
税
皆

令
般
∂
賦
訟
事
悔
ゐ
、
国
民
年
金
、
一

民
健
康
保
険
、
福
祈
、
教
倉
、
衛
生
、

水
葬
、
選
挙
等
、
谷
種
目
に
わ
た
，
、

電
算
機
に
よ
る
処
理
か
可
能
な
業
務
、
、

全
て
、
5
7
年
中
に
入
域
を
几
了
す
る
訓

画
で
す
。

　
最
も
急
い
て
い
る
住
民
基
本
台
賑
と

固
定
資
産
税
に
関
す
る
業
務
か
、
4
月

1
日
か
ら
電
算
機
に
よ
〕
処
理
き
れ
る

こ
と
と
な
与
ま
し
た

窓
ロ
で
の
受
付
と

御
協
力
の
お
願
い

　
す
て
に
、
毒
口
柔
悟
て
；
、
印
鑑
の

双ア

^
、
証
明
業
房
か
改
善
き
れ
、
新
し

い
力
法
て
俺
事
を
進
，
て
い
ま
す
　
こ

の
こ
と
は
、
前
．
一
お
知
ら
メ
。
・
し
た
と
お

う
て
す
．

　
4
月
1
日
か
・
っ
住
民
票
の
父
何
等
か

霞
算
機
に
、
ナ
・
て
処
理
ふ
・
・
れ
ま
す
か
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
行
う
念
口
て
の
受
向

は
、
い
ま
ま
て
こ
わ
b
て
す

　
電
算
処
理
へ
移
行
す
る
に
は
、
今
三

げ
、
の
仕
事
の
整
理
な
こ
、
多
く
の
準
備

作
業
か
必
要
て
ナ
　
ま
た
、
電
算
磯
こ

入
力
し
た
内
谷
か
、
全
訣
に
利
用
ざ
れ

多
く
の
利
口
、
か
あ
る
内
諾
を
記
ト
て
、
で

な
ナ
れ
妻
な
り
ま
せ
ん

　
町
’
、
ほ
、
細
心
の
注
、
冒
を
払
h
努
力

し
て
い
ま
す
か
、
当
初
不
旧
れ
な
こ
と

も
あ
〕
、
皆
ふ
・
、
ん
に
御
迷
惑
を
か
、
る

こ
と
か
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
、
御

理
解
を
い
た
七
、
き
、
御
協
力
h
た
セ
｝

ま
す
】
玉
う
お
願
、
し
ま
す
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、

あ
す
を
き
ず
く
人
づ
く
り
運
動

昭
和
5
6
年
度
町
指
定
公
民
館
公
開

　
町
’
、
エ
昭
和
西
↓
一
年
以
来
、
人
間
性
の
回
復
と
豊
か
な
住
み
よ
い
町
つ
く
一
の

た
カ
こ
、
町
民
給
（
る
み
て
「
明
日
の
東
郷
興
を
築
く
人
つ
く
う
運
動
「
を
追
め
て

お
う
ま
す
か
、
そ
の
拍
進
の
【
つ
と
し
て
迫
野
内
公
民
館
と
八
重
原
公
民
飴
を
、
昭

和
・
τ
－
十
六
年
度
町
指
定
公
民
館
と
し
て
、
そ
の
石
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

　
こ
の
　
年
間
の
盾
動
実
績
を
発
表
し
今
後
の
健
全
な
る
公
民
館
盾
動
の
推
進
に
役

’
チ
、
る
た
み
、
、
一
月
ニ
イ
八
日
に
迫
野
内
公
民
館
・
三
目
七
日
こ
へ
弔
一
原
公
民
飴
か

そ
の
実
践
を
盛
大
に
公
開
し
ま
し
た
、

　
＼
　
　
く
　
　
「
　
　
く
　
　
《
　
（
　
　
く
　
　
（
　
　
く
　
　
r
＼
　
く
　
（
　
　
（
　
　
く
　
‘
　
ノ
＼
　
　
　
、

迫野内公民館

　
開
会
行
事
の
あ
と

佐
藤
輝
夫
館
長
か
ろ

迫
野
内
区
の
概
要
こ

つ
つ
㍉
、
・
、
区
の
今
後

の
課
題
も
含
刃
て
こ

の
↓
年
間
の
事
業
帳

告
か
ふ
・
、
れ
ま
し
た

　
　
（
以
下
抜
粋
）

　
「
迫
野
内
区
は
百
二
十
五
世
帯
て
約

五
百
人
。
現
存
、
遭
路
も
整
備
き
れ
」
父

通
の
便
よ
よ
く
な
っ
た
　
昭
和
八
年
に

東
区
、
西
区
か
合
併
き
れ
昭
和
五
十
八

鐸
て
五
十
周
年
を
迎
え
る
　
田
畑
ま
年

ご
と
こ
整
備
占
、
」
れ
、
こ
の
土
地
を
と
の

よ
う
に
利
用
す
る
か
か
課
題
て
あ
る

　
ほ
と
ん
こ
か
兼
業
農
家
て
あ
b
、
多

力
の
関
係
’
、
隣
〕
近
所
の
人
と
朝
晩
会

う
こ
と
か
な
h
　
そ
こ
て
家
庭
の
日
を

つ
く
ろ
う
と
乞
う
こ
と
か
ら
公
民
館
と

し
’
、
の
努
力
目
標
を
決
力
二
進
し
た
。

　
努
力
目
標

［
、
第
二
．
日
曜
日
は
迫
野
内
区
家
庭
の

　
日
を
三
二
レ
ま
し
L
勝
つ

＼
　
　
　
＼
　
　
匁
　
（
　
　
冬
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
妹
　
　
＼
　
　
k
　
（
　
　
k
　
　
　
＼
　
　
　
＼
　
　
　
＼
　
　
　
＼
　
　
k

二
、
追
ん
で
自
分
か
ら
あ
い
・
｝
・
㌔
つ
を
し

　
吐
吋
間
冷
　
大
川
明
ド
ー
ウ
リ
リ
凄
浜
専
し
ょ
一
つ

三
、
花
h
一
ノ
’
、
h
連
動
を
莚
”
ま
し
よ

　
、
つ
．

四
、
祝
祭
日
に
、
も
れ
な
く
国
旗
を
か

ザ
ま
し
よ
う

　
各
団
体
と
ヌ
」
懸
命
に
取
り
く
み
か
な

う
の
吸
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
　
第
「
回

の
区
内
駅
伝
入
会
並
引
、
）
に
ヶ
ー
ト
不
ー

ル
大
会
か
盛
大
に
行
わ
れ
人
つ
く
う
運

動
に
入
㌧
、
な
成
果
を
あ
y
，
た
。
老
人
ヶ

ラ
フ
、
婦
人
部
、
青
年
部
か
区
の
行
事

に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
の
銀
座
ぽ
人

㌧
・
－
い
．
公
民
館
盾
動
の
中
に
酋
産
振
興

会
と
し
い
た
ナ
牛
産
組
合
と
か
あ
り
、

石
発
な
盾
動
か
な
き
れ
た

　
色
々
と
問
題
は
あ
っ
た
か
、
目
標
に

基
つ
》
、
・
、
明
る
い
地
域
つ
く
り
、
人
つ

く
り
に
励
み
た
い
　
一
と
報
告
し
ま
し

た
　
引
㍉
、
・
続
｝
、
・
、
組
合
長
代
表
吉
円
壌

徳
き
ん
、
婦
人
会
長
佐
曝
碍
子
き
ん
、

育
吸
会
長
浜
地
　
刀
ふ
・
・
ん
、
青
年
会
長

里
木
七
郎
ふ
・
、
ん
、
老
人
ヶ
ラ
フ
会
長
佐

藤
梅
田
き
ん
、
体
育
指
導
員
池
田
健
↓

↓
・
・
ん
に
よ
り
石
動
報
告
か
あ
り
ま
し
た

　
昼
食
の
あ
と
、
全
依
討
議
か
行
わ
れ

つ
つ
い
て
県
生
貝
教
育
溝
西
中
村
西
平

先
生
に
よ
う
，
こ
れ
か
ら
の
二
つ
く
b
一

こ
つ
い
て
の
講
演
か
あ
》
ま
し
た

　
最
後
▼
一
公
民
館
ぜ
合
会
長
都
甲
鶴
男

き
ん
の
講
評
が
あ
，
）
、
盛
会
の
う
ち
に

閉
会
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら
開

　
　
　
　
　
　
会
行
事
か
始
ま
り
ま

八重原公民館

周
知
徹
底
と
協
力
を
求
め
た

毎
に
実
践
目
標
を
設
定
し
、

に
努
》
た
。

　
八
重
原
区
は
、
個
数
五
十
二
目
、
人

口
二
百
十
五
名
　
農
家
三
f
六
戸
、
非

曲
b
家
ト
エ
ハ
一
口
’
、
山
，
　
桝
俘
け
又
材
列
ま
一
一
口

し
た
。
つ
つ
い
’
」
、

高
山
博
館
長
よ
う
経

過
の
概
要
報
告
が
行

わ
れ
れ
ま
し
た
。

　
　
（
以
下
抜
粋
）

　
［
、
昨
忙
－
六
月
に
指
一

定
を
受
け
、
七
月
に

　
　
　
　
　
各
団
体

　
　
　
　
そ
の
推
進

隔

「

旨
り
葦
牙
ア
ー
ル
程
晦
、
て
二
の
農
業
収

入
の
不
星
硝
充
の
た
め
呑
種
事
業
所
に

勤
め
て
い
る
。
最
近
て
は
農
業
の
維
持

ふ
・
・
え
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
経
営
改
善

を
図
る
こ
と
か
愈
務
て
あ
う
、
人
つ
く

う
一
と
共
に
「
村
つ
く
、
一
を
併
ぜ
て

強
刀
に
推
進
す
る
時
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
青
協
一
、
す
か
、
人
員
移
動
か

あ
う
不
安
定
て
あ
る
こ
と
．
人
口
的
に

も
少
い
区
の
悩
み
’
、
あ
る
．
現
存
ま
て

に
結
成
、
解
散
を
く
》
返
し
、
再
度
誕

生
し
た
。
若
い
世
代
の
純
真
な
発
想
と

感
覚
に
は
学
ふ
＼
き
二
と
か
大
き
い

こ
れ
を
生
か
し
た
盾
動
か
大
へ
ん
役
セ

つ
た
。
れ
年
ヶ
ラ
フ
が
明
治
・
入
止
こ

か
ナ
て
活
躍
し
て
い
た
　
こ
の
先
輩
乃

の
遺
志
を
つ
い
て
五
十
四
年
三
月
に
八

重
原
壮
年
ラ
ラ
フ
と
し
て
結
成
き
れ
、

名
実
共
に
区
の
中
堅
と
し
て
努
力
き
れ

て
お
り
ま
す
。
壬
婦
の
存
在
か
日
常
の

生
活
の
上
て
如
に
車
要
な
も
の
か
、
又

曲
人
会
組
織
か
行
政
の
欲
行
・
公
民
館

拓
動
の
中
て
大
切
な
団
体
て
す
　
現
在

禾
加
入
客
か
数
名
わ
、
、
全
員
加
入
ま

て
勧
誘
し
た
い
　
公
民
館
を
学
習
の
場

と
し
て
、
助
教
育
委
員
会
と
密
接
に
建

携
し
屑
動
を
陣
ば
し
た
、
、
．
．
老
人
ラ
ラ

ブ
の
方
々
の
努
力
に
よ
一
ノ
て
公
園
つ
く

う
か
進
め
う
れ
、
五
悪
年
て
こ
の
公
園

▼、

j
ら
玉
．
・
も
区
民
「
同
て
挙
行
し
た
．
公

共
施
設
清
掃
と
重
い
　
・
ぽ
い
建
動
、
き

ら
に
老
人
と
子
レ
も
を
つ
な
（
ま
ち
っ

く
う
運
動
な
と
、
会
長
を
中
心
に
入
h

に
届
躍
当
て
あ
り
ま
す
，
最
後
こ
育
威

会
で
す
か
、
父
兄
、
子
供
と
「
諸
に
洗

い
つ
ぼ
い
運
動
を
・
6
り
あ
デ
、
町
内
の

花
た
ん
コ
ノ
ケ
ー
ル
て
は
、
優
勝
と
⊃

う
実
績
を
ト
ザ
ま
し
た
　
最
近
青
少
年

の
非
行
が
・
、
）
ん
発
し
て
い
る
セ
ナ
に
、

農
村
の
子
供
の
純
朴
性
を
花
づ
く
り
に

よ
っ
て
情
操
を
培
い
、
強
く
た
く
ま
し

い
了
供
に
導
く
へ
く
努
”
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
人
つ
く
う
［
の
大
業
ま
短
期
間
て

ぽ
成
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
か
、
こ
4
2
貴

h
体
験
を
基
碇
に
町
教
育
委
員
会
の
こ

指
導
を
仰
㍉
、
－
、
更
に
精
進
す
る
決
意
て

す
。
】
と
述
へ
報
告
を
終
う
ま
し
た

　
つ
づ
い
て
、
肯
成
会
長
稲
田
　
護
き

ん
、
青
年
会
長
与
原
洋
　
き
ん
、
婦
人

ム
吾
艮
伊
一
果
謝
万
ラ
f
き
ん
、
阿
柱
年
ッ
ラ
フ
ム
ム

長
寺
原
昭
一
き
ん
、
老
人
ヶ
ラ
フ
会
長

奈
須
仁
吉
き
ん
に
よ
り
活
動
状
況
か
摂

告
き
れ
午
前
の
部
か
終
了
し
ま
し
た
．

　
乍
後
の
部
は
全
体
討
議
に
つ
つ
h
て

【
こ
れ
か
ら
の
人
つ
く
う
一
と
題
し
て

元
三
学
校
長
の
太
田
平
太
郎
先
生
（
日

向
市
在
住
）
の
講
演
か
あ
り
、
盛
会
の

㌔
つ
’
つ
け
』
侭
詠
閨
叩
甲
　
線
、
～
聴
し
斗
浜
㍗
し
（
」
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町薇とうこう

新
一
年
生
の
ご
両
親
に

お
願

「
朝
は
目
が
さ
め
た
ら
サ
ツ
と
起
き

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
　
年
生
に
な
っ
た
ら
、
毎
朝
き
ま
っ

た
時
間
に
学
校
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
起
床
時
刻
を
き
め
て
、
サ
ソ
と
起

｝
、
、
る
よ
う
に
し
て
く
た
き
い
。

　
朝
の
ス
タ
ー
ト
で
、
く
ず
く
ず
し
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
必
ず
顔
を
洗
い
、
歯
を
み
が
か
せ
て

く
た
さ
い
。
気
分
よ
く
登
校
の
準
備
を

き
せ
ま
し
よ
う
。

二
、
ま
ず
、
家
の
人
に
大
き
い
声
で
あ

　
い
さ
つ
さ
せ
ま
し
よ
う
。

　
朝
は
親
子
で
「
お
は
よ
う
こ
ざ
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま
し
よ
う

親
子
の
対
話
の
始
ま
り
で
す
。

　
返
事
と
あ
い
さ
つ
、
ハ
キ
ハ
キ
し
た

子
と
も
に
す
る
た
め
の
習
慣
つ
く
り
で

す
。
道
で
会
う
友
だ
ち
に
も
、
お
と
な

の
人
に
も
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
よ
う
。
あ
い
さ
つ
は
、
先
に
言
っ
た

方
が
勝
ち
で
す
。

　
「
明
る
い
東
郷
町
」
は
、
子
ど
も
の

あ
い
さ
つ
か
ら
で
す
。

三
、
朝
ご
は
ん
を
よ
く
食
べ
、
う
ん
こ

、し

し
た
い
こ
と
八
重
条

甲

斐

　
や
お
し
っ
こ
を
よ
く
出
し
ま
し
よ
う

　
朝
こ
は
ん
を
食
へ
な
い
子
は
、
学
校

て
元
気
が
あ
う
ま
せ
ん
。

　
朝
こ
は
ん
を
食
へ
る
と
、
う
ん
こ
や

お
し
つ
こ
か
よ
く
出
ま
す
。

　
学
校
に
出
か
け
る
前
に
、
出
す
も
の

は
、
ち
ゃ
ん
と
出
し
て
お
く
よ
う
に
、

く
せ
を
つ
け
て
く
た
き
い
．

　
登
校
途
中
や
、
勉
強
中
に
ト
イ
レ
に

行
き
た
く
な
っ
て
、
衣
服
を
よ
こ
し
て

し
ま
う
子
も
い
ま
す
。

　
朝
の
定
期
便
を
出
す
こ
と
は
、
大
切

な
習
慣
で
す
。

　
学
校
で
、
腹
痛
や
気
分
か
悪
く
て
倒

れ
る
子
の
多
く
は
、
定
期
便
の
不
調
て

あ
る
場
合
か
多
い
の
で
す
。

四
、
子
ど
も
の
衣
服
、
か
ば
ん
、
く
つ

　
学
用
品
に
は
、
必
ず
名
前
を
書
い
て

　
く
だ
さ
い
。

　
大
せ
い
の
子
と
も
が
、
同
し
よ
う
な

物
を
持
っ
て
学
校
に
集
ま
う
ま
す
。

　
子
と
も
は
、
物
の
置
き
忘
れ
も
多
い

て
す
。
名
前
が
書
い
て
な
い
と
、
持
ち

主
の
ざ
が
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
名
前
を
入
れ
て
お
く
こ
と
は
、
自
分

の
も
の
と
、
他
人
の
も
の
を
区
別
す
る

　
　
亮
　
　
典

〈
東
郷
小
学
校
長
〉

た
め
に
も
必
要
な
こ
と
て
す
。

　
名
前
の
記
入
は
、
絶
え
ず
気
を
つ
け

て
く
セ
き
い
。
子
と
も
の
所
持
品
を
確

か
カ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

五
、
家
で
も
学
校
で
も
、
は
き
も
の
を

　
き
ち
ん
と
そ
ろ
え
る
よ
う
に
し
ま
し

　
よ
う
。

　
物
の
し
ま
つ
を
す
る
大
切
な
し
つ
け

の
↓
つ
と
思
い
ま
す
。

　
は
を
も
の
を
ぬ
く
時
、
い
つ
も
そ
ろ

え
て
お
く
よ
う
に
き
せ
て
く
た
斗
・
㌔
い
．
．

　
身
の
ま
わ
り
の
整
項
は
、
こ
の
こ
と

か
ら
で
す
。

　
急
い
て
い
る
撃
て
も
、
は
き
も
の
そ

ろ
え
で
、
お
ち
つ
き
ま
し
よ
う
。

六
、
物
や
お
金
を
大
切
に
あ
つ
か
う
よ

　
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
こ
の
こ
ろ
の
子
と
も
の
傾
向
に
、
自

分
の
も
の
と
、
他
人
の
も
の
の
区
別
か

つ
か
な
い
こ
と
か
目
立
ち
ま
す
。
友
だ

ち
が
何
か
持
っ
て
い
る
と
、
や
た
ら
と

き
わ
り
た
か
る
の
で
す
．
貸
す
と
も
言

わ
な
い
の
に
、
勝
手
に
持
ち
出
し
ま
す

買
う
つ
も
’
り
も
な
い
の
に
、
店
の
品
も

の
を
あ
れ
こ
れ
い
し
つ
て
、
ち
ら
か
し

て
し
ま
う
の
も
、
h
し
く
悪
い
傾
向
て

す
。
き
わ
っ
て
見
て
い
る
う
ち
に
、
ほ

し
く
な
っ
て
、
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

も
な
り
兼
ね
ま
せ
ん
。

「
他
人
の
も
の
に
は
手
を
ふ
れ
な
い
一

と
い
う
の
は
、
善
曹
の
区
別
の
第
一
歩

で
す
。

　
お
金
の
し
ま
つ
も
き
ち
ん
と
し
て
く

た
き
い
。
ム
勺
使
い
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

何
を
買
っ
た
か
親
も
関
心
を
持
っ
て
く

た
き
い
．
、

七
、
か
ば
ん
の
中
の
も
の
は
、
毎
日
た

し
か
め
ま
し
よ
う
。

　
子
と
も
の
か
ば
ん
の
中
に
、
何
と
何

か
入
っ
て
い
れ
ば
よ
い
か
、
い
つ
も
気

を
つ
け
て
く
た
さ
い
。

　
時
間
割
を
も
ら
っ
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
前
の
晩
、
寝
る
前
に
、
時
間

刮
に
あ
わ
せ
て
、
が
ば
ん
の
中
の
も
の

を
確
か
め
ま
し
よ
う
。
輯
．
も
一
緒
に
見

て
く
た
き
い
。

　
子
と
も
か
、
自
分
の
所
持
品
に
一
貞
任

を
持
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

　
時
々
、
親
も
知
ら
な
い
も
の
が
入
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の

育
ち
を
、
見
と
と
け
て
く
た
さ
い
．
．

八
、
二
字
を
習
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

　
毎
日
声
を
だ
し
て
、
こ
く
こ
の
本
を

　
読
ま
せ
ま
し
よ
う
。

　
朗
々
と
声
を
出
し
て
本
を
読
む
の
は

気
持
の
よ
い
も
の
で
す
．
初
め
の
う
ち

は
、
お
母
さ
ん
も
↓
緒
に
読
ん
で
く
セ

き
る
と
調
子
か
出
ま
す
。

　
文
字
を
習
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
と

ん
ど
ん
読
む
練
習
を
し
ま
し
よ
う
。
、

　
勉
強
は
、
ま
ず
読
ひ
こ
と
か
ら
て
す

声
を
た
し
て
読
ん
で
い
る
と
、
気
持
か

本
に
集
中
し
て
、
お
ち
つ
い
て
｝
、
ま
す

短
か
い
時
間
て
も
、
勉
強
に
集
中
す
る

こ
と
が
大
切
な
の
て
す
。
子
と
も
が
．
覗

む
時
、
御
両
親
も
聞
い
て
い
て
、
あ
と

て
ほ
め
た
つ
、
は
げ
ま
し
た
，
）
し
て
く

た
き
い
。

　
親
子
は
、
共
に
育
つ
と
い
う
こ
と
か

大
切
た
と
思
い
ま
す
。

　
共
に
育
つ
と
は
と
う
い
う
こ
と
か
、

そ
れ
は
子
と
も
の
姿
を
よ
く
見
つ
め
て

い
て
、
そ
の
時
、
そ
の
時
に
必
要
な
は

げ
ま
し
を
与
え
る
こ
と
て
す
。

　
よ
く
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
て
せ
よ

と
＝
口
い
ま
す
が
、
自
分
の
こ
と
が
自
分

て
出
来
る
よ
う
な
、
親
の
は
げ
ま
し
か

な
け
れ
ば
、
ま
ち
が
つ
ハ
ー
－
し
つ
け
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
何
で
も
自
分
勝
手

と
い
う
、
ま
ち
が
っ
た
育
ち
方
を
し
な

い
よ
う
に
、
子
と
も
を
よ
く
見
つ
め
て

　
　
　
へ
　
　
　

く
た
き
し

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
四
月
八
日
か
入
学
式
て
す
．
、
小
学
枚

入
学
は
、
子
と
も
の
成
長
の
大
さ
な
変

わ
り
目
て
す
．
．

　
よ
い
習
慣
を
つ
け
る
に
は
、
毎
日
続

け
る
と
い
う
こ
と
が
天
切
て
す

　
御
両
親
も
家
業
が
あ
っ
て
お
忙
し
い

と
思
い
ま
す
か
、
こ
の
八
三
条
、
何
と

か
し
て
、
百
日
間
努
力
し
て
く
た
き
い

人
の
一
生
三
万
日
生
き
る
た
め
の
、
ス

タ
ー
ト
の
百
日
間
て
す
．
ま
た
と
な
い

得
難
い
百
日
聞
て
す

　
お
子
さ
ま
力
の
人
学
を
待
っ
て
い
ま

す

付点ご

東
郷
町
人
会
1
1
延
岡

故
黒
木
伝
松
氏
の
遺
墨
と
金
一
封

　
延
岡
市
在
住
の
東
郷
町
人
会
か
去
る

一
月
f
三
日
延
岡
市
国
技
館
二
お
い
て

開
催
き
れ
、
町
長
以
下
四
七
か
招
か
れ

て
出
席
い
た
し
ま
し
た

　
第
↓
回
の
総
会
と
あ
っ
て
L
ー
ヘ
ホ
名

の
后
々
か
参
加
き
れ
輪
舞
て
し
た
　
始

”
に
塩
肩
真
会
長
（
鶴
野
内
出
身
）
の

「
堅
苫
し
い
こ
と
は
抜
㌧
・
・
に
し
て
、
郷

ゴ
を
同
し
く
す
る
私
達
か
一
同
に
会
し

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
つ
い
て
論
〕
合
い

呂
し
い
こ
と
や
囚
つ
た
時
は
お
鉦
に
助

♪
炉
合
い
、
ま
た
嬉
し
い
こ
と
二
共
に
膚

ひ
あ
え
る
よ
う
な
楽
し
い
集
い
に
し
た

い
」
と
の
挨
拶
か
あ
り
、
続
い
て
、
木

村
誠
日
長
か
ら
町
の
重
占
、
施
策
、
予
鎌

開
発
の
現
状
な
と
産
業
、
教
育
、
鴻
化

の
各
般
に
つ
い
て
約
三
十
分
に
わ
た
っ

て
報
告
い
た
し
ま
し
た
、
引
き
続
い
て

裂
」
親
会
に
入
り
ま
し
た
か
、
学
校
を
醜

業
以
来
無
力
て
淫
つ
た
人
、
親
せ
き
と

い
う
こ
と
が
判
っ
た
急
な
と
芦
ば
な
し

に
花
か
咲
き
、
旧
交
を
温
み
る
姿
か
深

史
ま
て
絨
き
、
同
郷
人
と
し
て
の
き
す

な
が
一
層
深
ま
の
・
た
有
意
義
な
総
会
て

し
た

　
な
お
転
子
よ
り
、
故
里
木
仏
松
氏
の

践
唱
甲
上
繭
と
、
町
社
会
福
祁
協
議
会
こ

念
一
封
か
寄
附
き
れ
ま
し
た
。獅

　
文
化
遺
産
の
旅
　
〔
1
5
〕

　
感
謝
の
碑

▽
利
権
回
復
二
二

　
寺
迫
農
協
の
東
側
に
一
利
樽
回
筏

之
碑
し
か
建
て
ら
れ
て
い
る

　
現
右
寺
迫
区
民
の
共
有
山
林
丁
四

百
昌
ヘ
ヶ
タ
ー
ル
の
所
有
櫓
回
復
に
ー
ペ
、

し
た
人
々
へ
の
感
謝
の
碑
て
あ
る

　
捲
末
の
頃
、
こ
の
山
林
を

延
岡
藩
の
蒙
商
小
田
文
兵
衛

に
百
五
f
両
て
永
代
に
売
却

し
た
　
そ
の
後
小
田
文
兵
衛

か
売
渡
証
文
不
履
行
か
ら
論

争
と
な
，
，
、
つ
い
に
裁
籾
と

な
っ
た
．
こ
の
時
区
民
を
指

導
し
た
の
か
大
日
屋
の
寺
原

f
三
郎
氏
て
あ
る
　
ト
三
郎

、
鼠
呂
し
こ
の
絨
門
か
敗
斥
し
た
翫
合

よ
理
職
留
ま
る
こ
と
も
出
来
噸
と
思

、
寺
迫
に
居
家
の
敷
地
を
求
み
た

裁
判
費
用
等
の
財
的
援
助
二
夫
ヤ
げ

町
の
山
石
本
へ
も
南
氏
て
、
こ
の
両
人

の
エ
た
ら
》
・
、
て
明
冶
二
臼
つ
h
二
吾

追
区
民
の
腸
耳
と
な
り
、
山
林
．
、
再

▼、

j
守
迫
区
民
の
所
有
に
な
（
・
た
　
人

止
f
＝
、
年
に
建
て
ら
れ
た
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点　’

描
㎝

　
田
野
区
の
よ
こ
い
日
（
家
庭
の
日
）

田
野
区
は
毎
，
『
．
一
ナ
九
日
を
「
よ
こ
い

日
一
つ
ま
）
農
休
日
、
今
推
進
し
て
い

る
家
庭
の
日
と
走
〃
て
、
そ
れ
か
実
際

こ
こ
の
家
も
皆
こ
の
区
の
き
ま
り
を
よ

（
自
）
、
そ
の
日
は
一
切
の
佳
串
、
ρ
刀

働
を
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す

　
現
在
町
内
て
こ
れ
セ
ナ
区
を
あ
げ
て

定
休
日
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
珍

ら
し
い
こ
と
て
ヂ
土
な
い
て
し
ヌ
つ
か

　
昌
三
と
の
区
て
も
定
ま
っ
た
農
休
日

か
あ
っ
た
　
そ
の
日
ま
朝
苧
一
蒔
’
」
後

エ
、
殊
族
揃
っ
て
、
の
ん
び
》
休
養
と
い

っ
た
塩
梅
。
長
ず
そ
の
着
物
て
も
石
て

隣
近
所
の
人
達
と
、
近
頃
の
い
わ
b
る

三
間
活
し
、
或
よ
村
中
て
の
話
題
事
∩

て
も
あ
れ
ば
、
そ
の
話
し
に
花
か
咲
く

と
い
っ
た
も
の
て
あ
う
ま
し
た
。

　
私
は
焼
酎
屋
の
伯
母
の
家
に
い
て
高

等
小
学
枚
に
通
学
し
て
い
ま
し
た
か
、

農
休
日
か
来
る
と
、
午
前
中
は
田
畑
の

仕
事
の
加
勢
を
せ
よ
と
、
自
わ
れ
て
働
か

さ
れ
ま
し
た
か
、
腹
か
・
ソ
つ
て
た
ま
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
ナ
．
．

　
こ
ん
な
伯
母
は
村
中
よ
》
評
判
は
よ

く
な
か
っ
た
の
て
す
。
村
の
》
、
、
ま
－
2
を

破
る
人
は
誰
で
も
す
か
れ
な
い
メ
、
の
’
、

す
。

　
こ
う
し
た
美
し
い
村
の
お
峯
、
¶
て
・
も
戦

後
の
社
会
情
勢
て
全
く
一
変
し
た
の
て

す
。
自
由
主
義
、
個
人
主
義
、
核
家
放

人
婦
共
稼
き
等
の
事
象
か
農
村
に
も
、
俣

入
し
、
美
し
い
昔
の
風
習
も
自
然
破
壊

の
憂
目
に
あ
わ
｝
．
・
る
を
得
な
く
な
っ
た

こ
と
て
あ
，
）
ま
す
。

　
か
く
の
如
き
庸
勢
の
中
に
あ
り
な
か

ろ
田
野
医
は
昔
と
同
し
よ
う
に
農
休
日

を
守
う
つ
づ
予
て
い
る
こ
と
に
私
は
深

く
敬
壱
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
．
．

　
一
人
、
．
人
の
脱
冶
者
も
時
に
は
あ
り

ま
し
よ
う
か
、
大
部
分
の
家
庭
か
μ
事

を
休
ん
で
体
の
休
養
と
心
の
D
と
り
を

養
っ
て
い
る
の
て
す

　
「
家
庭
の
日
」
の
推
進
を
す
す
め
て

い
る
私
も
、
色
々
と
努
力
を
し
て
い
ま

す
か
、
農
村
の
現
状
て
は
仲
々
囚
難
な

状
況
に
あ
与
ま
す
．
凡
て
の
こ
と
に
｝
・
、

ま
り
の
よ
い
田
野
区
て
は
何
の
き
わ
り

も
冊
、
く
実
行
な
れ
て
い
る
の
て
す

　
一
例
を
あ
デ
れ
ば
、
公
民
館
長
を
初

力
役
員
諸
氏
の
発
案
て
し
ょ
う
か
、
田

野
の
川
に
生
い
黄
っ
て
い
る
『
よ
し
一

を
切
う
払
う
こ
と
を
毎
年
続
げ
て
い
る

こ
と
、
こ
れ
か
田
嫡
の
水
害
防
止
に
役

立
っ
て
い
る
と
の
こ
と
て
あ
〕
ま
す

　
ま
二
と
に
見
事
な
公
民
館
二
二
て
あ

り
ま
す
。
又
農
休
日
の
晩
は
組
合
長
で

に
皆
が
集
ま
）
、
毎
月
の
税
金
、
年
金

区
費
、
水
道
料
電
気
料
等
を
持
ち
寄
っ

て
そ
の
組
合
の
収
納
か
一
切
終
～
す
る

の
て
す
　
こ
の
収
納
の
や
，
，
力
は
誠
に

h
い
力
法
た
と
思
い
ま
す
　
他
の
区
て

も
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
か
、
お
ほ
よ
そ
の
所
で
よ
組

合
長
か
↓
軒
一
軒
を
廻
っ
て
集
金
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
本
命
は
私
建
一
人

一
人
か
組
合
良
に
納
入
す
る
こ
と
か
君

し
い
こ
と
セ
と
思
い
ま
す
。

　
田
野
の
こ
の
方
式
は
農
休
日
を
走
力

た
年
よ
り
与
す
て
い
る
の
て
す
。
凡
て

の
こ
と
に
区
民
か
一
致
し
て
区
の
き
ま

り
を
．
」
る
こ
の
畢
は
、
誠
に
羨
ま
し
い

限
り
て
は
あ
》
ま
せ
ん
か

　郷
　田J

　社
　会
　教
　長
都委
　員
甲

鶴

男
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み
ん
な
で
育
て
よ
う

ふ
る
さ
と
愛
の
基
金

目

　
健
果
て
一
～
ノ
、
か
、
の
あ
る
（
う
し
と

［
こ
、
ノ
　
一
の
あ
っ
福
州
村
会
を
啄
’
な

て
実
現
ポ
Q
こ
と
か
、
鼠
七
ち
の
心
か

㍉
の
頓
、
て
す

　
幣
日
の
隔
綴
問
腿
二
、
会
的
な
施
れ

七
｝
て
一
一
て
㌧
、
・
る
も
の
て
よ
な
く
、

地
域
の
人
㌘
か
自
発
的
に
助
†
合
い
、

し
、
で
一
を
タ
ノ
・
て
、
一
掃
「
姻
動
に
積

高
的
に
参
肱
す
つ
こ
と
か
勝
喫
♪
、
時
伏

－
こ
♪
♪
’
ノ
’
」
㌧
、
「
レ
く
’
し
♪
」

　
こ
の
し
＾
つ
な
社
会
の
流
れ
を
小
ま
え

国民年金の保険料をお忘れなく

納めましょう！ノ

　3月分まての保険料をあなたは未納ほあ’，芸せノか、

5」i1日以降ま役場ては納付てきません、保険料を納め

重れていますと均一の事故のとき障害年金や母チ年金な

こも妥坊れないばかりてなく将来老合年：金か’ジはられ

∵’こともあ’）ますのて老後午石の支か失われます、

　・妄一屯とお薩ゐトきい

標
額

10

ｭ
円

て
、
書
［
り
の
輔
を
大
、
ノ
．
く
仏
、
、
民
問

祖
会
隔
袖
活
動
の
孤
興
と
召
会
福
袖
施

叱
峡
の
法
兀
実
’
甲
　
目
的
丁
こ
「
し
’
」
宮
献
阿
県
村
ヘ
ム

網
主
巡
演
か
読
“
き
れ
、
県
民
穐
参
加

直
よ
る
　
小
る
山
・
、
と
夏
の
某
令
「
1
0
隠

円
達
敏
運
動
か
展
開
き
れ
る
二
と
に
な

一
す
h
，
し
♪
」

　
ゴ
ま
・
」
ん
一
人
こ
と
一
に
d
会
絹
闇

へ
の
参
加
・
伊
～
長
目
願
い
あ
尋
・
0
3
り
の
’
、
’
一

別
希
石
動
こ
こ
協
力
く
と
一
・
、
い

4月からの保険料は前納できます〃

　国民年金の保険料は4月分から塁耳3卜」まてを一一了し

て前納てきます、こうすると毎月納ソ）る手数もはハナ更

分納なら4r以降亀522り円のF「6？642Flてすか前納す

ると61，1ろ0円とな’）　1，510illの甜〕弓1カ・あ，ます一　手

粧きよ簡単てすかろ年金係へ申出てトきい、毎年5名l11

の前納かいます、

勤めをやめたら国民年金へ”

募
金
の
使
い
み
ち

　
集
〃
う
れ
た
基
希
か
ら
午
ま
れ
り
刊

目い

ﾍ
一
に
広
の
、
鼠
う
こ
使
わ
れ
ま
す

　
心
身
こ
陣
訂
を
持
つ
人
与
・
の
た
”
こ

　
争
業
の
助
眠
か
な
て
・
れ
ま
す

　
一
、
ラ
ノ
’
r
で
づ
活
動
希
一
長
）
活
撮
几
に

　
肖
る
た
み
4
2
風
雲
を
援
助
し
之
す

　
言
入
ぐ
児
中
の
た
め
の
施
設
や
遊
同

　
な
こ
の
環
境
整
備
を
行
h
ま
す

　
臼
み
や
す
、
地
域
つ
く
一
の
た
”
の

　
社
会
隔
裾
協
議
会
の
話
動
二
助
成
し

　
ま
す
．

　
帰
補
に
d
す
る
理
解
を
汰
隔
る
た
刀

　
の
隔
袖
暗
報
紙
を
発
’
4
奇
し
ま
す

　
そ
の
他
、
掃
会
費
禰
の
た
り
に
使
P

れ
ま
す

　会ネiを退職したご0才前の人ほその畢日から国民イi3へ

加入しなナればな〕ません。もし配偲者も国民圷金へ加

入していなナれば一諸に手紙をして下きい、二うすると

今まで加入していた年令と国民年金の加入期周かつなか

’）多い老令年釜か嗣げられます。もし手続をしないと｛4

金を5ける資格期間を満していない人の場合はかナた保

険料かかナ捨て、こなって一生目凹すること｝こな’，ます．

φ

牧
水
先
生
の
生
涯
　
π

　
牧
火
起
午
の
国
別
氏
よ
九
」
」
f
圧

〔
行
わ
れ
、
過
伝
．
0
ぺ
葬
こ
拐
せ
ら

れ
、
白
か
日
4
3
法
川
、
の
往
、
沼
津
の

乗
建
↑
」
の
転
地
二
納
一
り
・
、
れ
ま
し
た

法
名
　
榎
松
玩
仙
汽
，
牧
栄
店
卸

　
告
別
武
の
際
の
北
原
日
秋
の
藍
碧

　
瀧
し
ん
r
㌔
鴇
山
藁
火
君
の
胴
霊
削

に
鳳
か
つ
㌧
、
ま
す
C

　
呂
山
戸
、
駄
た
ち
は
君
か
こ
う
突

凱
い
に
苅
去
ふ
、
、
れ
よ
っ
と
；
↑
（
忠
こ

か
｝
な
か
デ
．
た
の
て
す
　
「
F
－
た
ち
4
玉

君
を
策
r
．
て
曽
、
㌧
と
し
く
驚
馴
す
る
と

同
特
こ
君
の
た
り
歌
の
た
η
歌
噌
の

た
カ
に
鏑
塔
の
唐
禁
し
得
ま
せ
ノ

　
君
の
一
㌔
は
専
に
レ
歌
の
一
迫
に

か
か
一
・
て
、
M
ら
れ
た
．
君
は
ド
庚
に

し
て
貞
u
辺
幅
を
か
』
．
こ
つ
す
笛
二
瞥

や
と
し
て
歌
に
執
し
旅
に
田
P
、
）
ま
た

冨、

撃
ｽ
す
ろ
幽
に
楽
し
ん
で
い
ら
れ
た

　
自
然
を
愛
し
そ
の
べ
安
を
収
琴
と

す
る
心
は
君
の
本
質
て
あ
・
つ
れ
た
。

君
の
か
｝
・
・
り
な
き
旧
制
は
こ
こ
よ
一

発
せ
ら
れ
ま
た
す
え
な
か
く
映
写
す

る
こ
と
と
信
し
ま
す
　
お
そ
ら
く
君

を
敬
慕
す
る
後
進
の
君
の
遺
風
を
拳

す
る
こ
と
史
に
切
な
る
も
の
か
あ
ろ

れ
る
こ
と
と
思
は
れ
ま
す
　
君
を
b

ぶ
と
朗
々
た
る
君
の
吟
声
は
い
ま
な

ほ
私
た
ち
の
み
み
に
新
な
る
を
わ
ほ
．

え
ま
す
　
私
た
ち
は
君
を
ハ
か
・
＼
艮

傷
し
心
か
ら
の
私
た
ち
の
弔
詞
を
山
・
㌔

｝

’
．
、
丁
た
、
と
ド
心
こ
ま
す

　
牧
火
左
へ
ま
冷
簿
の
歌
，
ノ
の
一
二

で
」
カ
、
歌
の
　
　
－
、
こ
し
一
　
一

錆
嗣
㍉
瑚
聖
慮

た
へ
’
、
を
一
　
こ
れ
か
凝
傷
、
刀
喝
＝

あ
ろ
と
、
ち
れ
ま
す
か
、
戸
㌧
－
一
’
　
停

畏
頻
残
着
着
㌦
　

ま
㌧
．
・
ら
エ
す
と
一
、
随
に
出
1
、
つ
旺
甲

を
』
く
二
、
一
匹
凸
を
か
れ
て
あ

’，

ｽ
の
♂
、
、
虫
よ
こ
の
歌
か
最
径
の

称
て
よ
な
い
と
も
h
も
れ
圭
す

　
坪
谷
に
も
分
渦
し
て
封
り
）
勝
エ
’
入

聴
し
♪
」
か
老
ほ
け
片
力
土
八
♪
一
一
／
口
山
Ψ
’
㌔
　
　
U

分
か
逝
く
鴫
に
一
緒
二
遥
れ
て
〆
臼
（

と
の
こ
と
て
す
の
て
、
そ
の
ま
ま
ゐ

寺
に
揮
肺
た
の
て
し
た
か
、
昭
，
僻
老

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　　

母
か
死
去
し
ま
し
た
の
て
、
母
の
胸

に
抱
か
せ
て
葬
う
ま
し
た

　
牧
水
先
午
は
ム
，
も
坪
谷
右
原
の
蒐

地
に
母
の
胸
に
抱
か
れ
て
静
か
な
眠

，
，
を
つ
つ
f
で
い
ま
す

　
先
生
の
茗
書
は
歌
集
↓
五
、
そ
の

他
の
著
書
一
六
、
歌
碑
全
国
七
　
余

（
内
県
内
一
　
・
）
建
て
ら
れ
て
い
ま
す

　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　’　一　　　　　　　　　一　　　　　　　闘　　　　　　～　　　　　　一　　　　　｝　　　　　一　　　　｝　　　畑　一
ρ　一

ケ
玉

9　　＿

　　れ

　　　L
　　牧

　　dく

　　先

　　乍

　　の
　　午

　　滑

　　！γ

　　羊欠

　　　）

　
　
　
　
　
塩
　
月
　
儀
　
巾

（
望
月
か
ら
一
目
火
と
坪
谷
を
超
眠

し
・
系
す
．
）

‘

へ

，

｝

｝

谷自
を
超ll

ド、

祭年青

は
ば
た
け
青
年

郷
土
に
若
い
力
を

回9第

町報とうこう（7）

　
2
月
2
1
日
、
　
「
は
ば
た
け
青
年
一
を

ス
ロ
ー
ガ
ノ
に
青
年
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

こ
つ
青
年
祭
は
［
郷
土
に
佳
む
若
者

が
相
集
い
、
日
頃
の
青
年
団
活
動
の
成

果
を
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
地
域

に
お
げ
る
青
年
活
動
の
問
題
と
、
こ
れ

か
ら
の
あ
う
方
を
深
く
追
求
し
、
郷
土

の
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
き
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
午
前
9
時
3
0
分
か
ら
開
会
行

事
が
行
わ
れ
た
あ
と
8
名
の
方
の
意
見

発
表
と
迫
野
内
の
里
、
木
新
吾
さ
ん
の
国

内
研
修
生
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
引
続
き
、
演
芸
大
会
が
催
さ
れ
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
，

　
当
日
、
各
部
門
ご
と
に
受
賞
き
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
て
す
。

▽
意
見
発
表
の
部

最
優
秀
賞

　
優
秀
賞

　
　
〃

▽
演
芸
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

黒
木
　
和
彦
（
二
野
）

岡
田
い
の
代
（
二
瀬
）

清
水
　
邦
彦
（
羽
坂
）

仲
深
青
協

（
劇
－
仲
間
）

小
野
田
青
協

（
青
少
年
の
非
行
）

　
優
秀
賞
羽
坂
青
櫨
（
お
玉
ち
や

　
　
　
　
　
ん
パ
ー
ト
ー
）

▽
工
作
の
部
八
ト
ラ
ム
缶
を
利
用
し
た

　
コ
ミ
入
れ
の
て
き
ば
え
を
競
う
＼

　
最
優
秀
賞
　
越
表
青
協

　
優
秀
賞
　
羽
坂
〃

　
　
〃
　
　
寺
迫
〃

　
以
上
で
し
た
．
、

最
優
秀
賞
（
意
見
発
表
の
部
）

青
年
と
し
て
の
自
覚

寺
迫
黒
木
和
彦

　
僕
は
青
年
団
に
入
一
・
て
二
年
に
な
り

ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
こ
と
か
あ
り
ま
し

た
。
高
校
を
卒
業
し
て
、
農
業
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
訳
で
す
が
、
仕
事
も
あ

ま
う
身
に
入
ら
ず
一
日
が
な
ん
と
な
く

過
ぎ
て
ゆ
く
と
い
っ
た
毎
日
で
し
た
。

　
そ
ん
な
時
で
す
。
青
年
団
の
人
か
ら

「
バ
レ
ー
の
練
習
を
し
て
い
る
か
ら
出

て
こ
い
」
と
さ
そ
わ
れ
ま
し
た
が
、
以

前
よ
、
り
得
意
て
は
な
か
っ
た
た
め
、
内

心
気
の
進
ま
な
い
ま
ま
、
練
習
に
行
っ

た
し
た
い
で
す
．

　
そ
の
時
ま
ず
目
に
つ
い
た
の
は
、
若

く
て
一
生
懸
命
な
姿
て
し
た
．
一
つ
の

ホ
ー
ル
を
追
っ
て
全
員
か
動
き
回
り
、

汁
た
ら
け
の
顔
の
中
に
見
え
る
目
は
、

誰
も
が
輝
い
て
い
ま
し
た
．
　
「
自
然
は

　
生
懸
命
生
き
て
い
る
か
ら
美
し
い
一

と
い
ら
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

ま
す
か
、
ま
さ
に
僕
の
目
に
は
先
輩
た

ち
が
二
の
よ
う
に
映
っ
た
の
て
す
．
．

　
そ
れ
と
同
時
に
今
の
僕
は
な
ん
と
つ

ま
う
な
い
ん
た
ろ
う
と
、
み
し
め
き
の

あ
ま
つ
穴
が
あ
っ
た
ら
入
う
た
い
ほ
と

て
し
た
．

　
こ
の
時
か
ら
で
す
．
こ
の
人
た
ち
に

つ
い
て
行
け
ば
間
違
い
は
な
い
。
自
分

自
身
何
か
を
見
つ
け
た
よ
う
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
今
考
え
て
み
ま
す
と
、
こ

れ
が
僕
の
青
年
団
へ
の
仲
間
入
り
た
つ

た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
自
分
に
て
き
る
限
り

の
こ
と
は
、
一
牛
懸
命
や
つ
て
や
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
バ
レ
ー
、
ノ
フ
ト
、
野

球
、
町
の
S
A
P
会
長
、
青
年
の
執
行

部
、
そ
れ
に
陸
走
会
と
夜
は
自
由
な
時

間
は
あ
ま
つ
あ
り
ま
せ
ん
か
、
二
年
前

の
自
分
と
比
へ
て
今
は
、
あ
あ
生
き
て

る
ん
た
な
あ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
陸
走
会
を
つ
く
っ
て
か
ら
ま
た
三
、

四
月
し
か
た
ち
ま
せ
ん
が
、
こ
の
陸
ト
一

部
を
つ
く
っ
た
の
は
、
去
年
こ
の
場

て
上
映
さ
れ
た
［
典
子
は
今
し
と
い
う

映
画
を
見
て
か
ら
て
す
。
今
ま
で
自
分

は
こ
れ
た
け
や
っ
て
る
の
た
か
ら
と
思

っ
て
い
た
の
て
す
か
、
典
子
き
ん
の
人

生
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
そ
れ
が
思

い
」
か
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
気
づ

き
ま
し
た
。

　
僕
た
ち
か
二
倍
の
努
力
を
し
た
時
、

典
子
き
ん
に
と
っ
て
四
信
の
苦
し
み
に

相
当
す
る
訳
で
す
、
典
子
き
ん
の
条
件

と
比
へ
た
た
け
て
も
、
も
っ
と
や
ら
ん

と
い
か
ん
そ
と
自
分
自
身
に
一
＝
口
い
き
か

せ
た
の
で
す
。
そ
こ
て
「
番
苦
手
と
し

て
い
る
マ
ラ
ノ
ノ
を
や
っ
て
見
よ
う
と

考
え
ま
し
た
そ
の
結
果
と
し
て
出
来
た

の
か
陸
走
調
て
し
た
。
寺
迫
陸
走
会
と

名
を
つ
け
み
ん
な
の
協
力
て
ま
た
一
つ

み
ん
な
が
集
ま
っ
て
話
り
会
え
る
…
場
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
、

　
ス
ホ
ー
ノ
事
ば
か
り
や
っ
て
い
る
よ

う
て
す
か
、
実
は
こ
れ
を
通
し
て
、
青

年
で
「
番
大
切
な
団
結
力
、
地
域
間
の

ま
と
ま
り
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
助

け
合
う
心
、
今
ま
で
自
分
の
こ
と
し
か

考
え
な
か
っ
た
崖
で
さ
え
い
く
ら
か
人

の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
）
ま
し
た

二
年
間
の
う
ち
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学

ん
だ
よ
う
な
気
か
し
ま
す
。
そ
れ
に
マ

ラ
ソ
ノ
な
と
、
毎
日
苦
し
い
練
習
を
す

る
の
で
す
か
、
試
合
に
出
て
花
ひ
ら
く

時
間
と
い
う
の
は
二
↑
分
く
ら
い
の
わ

ず
か
な
時
間
で
す
。
し
か
し
苦
し
い
時

間
が
多
い
か
ら
こ
そ
、
価
値
が
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
何
か
一
つ

で
も
い
い
、
　
一
生
貫
く
こ
と
か
で
㍉
、
－
た

な
ら
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
た
と
思
い
ま

す
．　

青
年
団
盾
動
、
ま
た
ス
ホ
ー
ノ
と
い

う
の
は
や
っ
た
た
け
の
事
は
、
必
ず
自

分
に
跳
ね
肯
え
つ
て
き
て
く
れ
ま
す
。

決
し
て
こ
ま
か
し
の
な
い
世
界
た
と
つ

く
づ
く
免
し
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
青
春
時
代
と
い
ら
の
は
、
あ
る
年
齢

の
様
相
を
言
う
の
で
は
な
く
、
自
信
と

自
覚
を
持
っ
て
生
き
る
人
は
若
・
＼
恐

怖
と
不
安
の
中
て
生
き
る
者
は
年
》
き

希
望
あ
る
限
う
青
春
時
代
を
謳
歌
す
へ

き
た
と
思
い
ま
す
。

　
僕
は
今
年
成
人
を
迎
え
た
ば
か
り
て

す
、
こ
れ
か
ら
先
も
先
輩
方
か
ら
教
わ

っ
た
こ
と
を
糧
に
し
て
、
も
っ
と
も
っ

と
多
く
の
物
事
に
ふ
ち
当
う
、
自
然
に

負
け
な
い
よ
う
生
き
て
行
こ
う
と
思
い

ま
す
。



（9）町報とうこう

4月の休日在宅医

（日向・門川地区〉

当番医が変更する場合もありま

す。テレフォンサービス

（蟄098253．1214）で確認を！

o

’∂

日　　診療科目　　病（医）院名　住　所　　電　話

1ノ」下斗●タト下こト　享甫一1二1蓋院　．．的　 杜く1璽2939

4　耳鼻．［1因喉科　山口医院　上　町⑨2203

内・精神科　鮫島病院　権現原丁4043

外・産婦人科寺尾．医院門川町一言1447

11　1／／。弓、児下こト．　f左可罰医院　一杢一一．［EJ’　で｝3324

小児科児玉医院原町こ2530
外・脳神経外科甲斐外科山下一三5Ω．OQ

内。外．放科　和田病院中　原三2045

18産「婦・人当・！．滝井医院プIH∫砲409

内一　．　科一一木一平．医一院一北一一町一再一3β3L

内・外。皮・泌・婦三股病院　美々津さ0034
25

　内 科　今給黎医院．．切島山　多2459

内・小児科　東　1医　「院　門？川町　曾2800

．タトFト．内訴｝　一葦三一．口　医一院　　Fヨ月1田丁　冤1p＿36

29

　．眠一．一一科 稲原医院　南　町∫互2209

内・小・放射　吉田医院　財光寺窪4401

よう一あるもんじゃ

（粗大ゴミ）

街野内の　　・1ト会．　（林朝夫会長・会員11名）が3月

7日鶴野内区内の概大ゴミ（不用な農機具・霞器製品・ト

タン等）の一一掃をしました。

パヅト会では、粗大ゴミ収集日を区民に周知きせるため

に、チラシを印刷し、全家庭に配付しました。

当日は、午後から会員によって収集が始められましたが

ダンプにして十数台分が捨てられました。

きれいな生活環境づくりのために大変役立ち区民からよ

ろこばれています。

行
楽
シ
ー
ズ
ン
の

交
通
事
故
防
止

う
ら
ら
か
な
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
居

眠
、
脇
見
、
ス
．
ヒ
ー
ド
．
の
出
し
過
ぎ
を

し
た
り
、
夜
ふ
か
し
に
よ
る
過
労
運
転

な
ど
に
よ
る
事
故
が
多
く
な
る
季
節
で

す
．
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
よ
う
、

τ
、
・
長
距
離
は
、
交
替
運
転
者
を
同
乗
き

　
せ
よ
う
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
4
月
6
日
～
1
5
日
ま
で

　
交
通
事
故
の
死
者
は
、
四
十
六
年
か

ら
だ
ん
だ
ん
減
り
、
ビ
ー
ヶ
時
の
半
分

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
交
通
事
故
発
生

件
数
と
負
傷
者
は
近
年
増
え
る
煩
向
に

あ
り
、
死
傷
者
数
は
年
間
六
十
万
人
を

越
え
て
い
る
の
で
す
，
た
だ
死
者
数
ゼ

け
で
見
る
と
減
r
ノ
た
よ
う
に
あ
り
ま
す

が
、
決
し
て
事
故
が
少
な
く
な
っ
た
と

は
＝
．
口
え
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
運
動
の
重
点
は

「
・
歩
行
者
、
特
に
子
供
の
事
故
防
止
．
．

▽
自
転
車
・
原
付
車
の
安
全
利
用
の
促

　
進
。

∵
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
無
謀
運
転

　
の
防
止
三
項
目
で
す
。

　
人
も
車
も
譲
り
合
い
、
思
い
や
り
運

転
や
歩
行
を
す
る
よ
う
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
と
マ
＋
：
」
を
実
践
し
事
故
防
止
に

つ
と
め
ま
し
よ
う
．
一

一
＼

勿
丁
ん

［
．
出
発
前
夜
は
、
十
分
睡
眠
を
と
り
ま

し
よ
う
。

▽
運
転
は
二
時
間
に
一
度
は
休
憩
を
と

り
ま
し
よ
う
．
．

▽
出
発
前
は
必
ず
、
プ
ン
：
キ
、
タ
イ

　
ヤ
圧
、
オ
〆
ー
ル
圧
、
オ
イ
ル
、
瓜
印
却

水
、
燃
料
．
の
点
検
を
し
よ
う
．
．

「
、
運
転
中
に
眠
気
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
休

♪∩

ｾ
よ
・
つ
げ
一
，
し
し
ょ
畢
つ
．
．

▽
無
理
な
追
越
し
、
ス
ヒ
・
．
∴
、
・
の
出
し

す
ぎ
を
し
な
い
二
と
．

7
風
景
や
話
し
に
気
を
と
ら
れ
、
追
突

　
を
し
な
い
こ
と
．
、

U
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
乗
r
，
た
も
の
全
員

　
が
し
め
て
下
き
い
。

［
㌧
飲
酒
運
転
を
し
な
い
こ
と
、
重
大
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
．
．

　
ま
だ
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が

注
意
一
秒
、
け
が
一
生
．
ほ
ん
．
の
一
羊

の
油
断
が
、
あ
な
た
の
家
族
や
他
に
大

・
’
、
、
な
事
故
を
起
二
き
井
。
［
る
の
で
す
。

　
み
ん
な
気
を
つ
け
て
安
全
運
転
を
し

て
く
だ
山
・
㌔
い
。

　
春
山
の
遭
難
事
故
を

　
　
　
　
防
ご
う

　
気
候
も
よ
く
な
り
、
山
菜
が
た
く
壱
・
、

ん
芽
ぶ
く
時
、
人
は
開
放
ふ
・
・
れ
た
気
分

で
、
気
軽
に
山
に
登
る
春
山
が
、
　
↓
番

事
故
が
多
い
の
で
す
．
．
厳
し
い
時
な
ら

そ
れ
に
見
台
つ
た
装
備
も
し
ま
す
が
、

ぽ
か
ぽ
か
天
気
に
浮
か
れ
て
い
る
と
、

春
山
の
天
候
は
り
，
」
目
し
、
極
端
な
冬
山

に
も
ど
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
．
．
気
象
情

報
に
十
分
注
意
し
ま
し
ン
｝
う
、

町報とうこう　（8）

水田利用再編配分面積

昭和56年唆：（実績）

配分面積

寺　迫1，170α

福　　瀬　　644
小一 ｻ田　281

、．で　野　内 466

迫　　　→」　　　「勺　　　　　　　827

八　重　原　　219

田

羽

仲

坪

越

野

坂

谷

表

下　渡　川

743

841

979

達或率

92．4％

117．2

114．4

112．2

107．4

83．7

107．4

90．0

1e6．3

1，307　　　　　　112．5

456　　　87．1

127　　　　　　133．0

57年度（目標）

配分面積

　1，1278

樽≡　　　　　｝＝　　．よ　　．」’　　：メミ　　ノ「＼　）　　施　 三＿

1自本まりし施年をき年水
積回し目まきの終れ度田
はのた標しれ三り’よ耐
へ二。面た’カ’第1）用

657

282

491

851

223

680

58≦

1，C54

湘
響
対
｝
哀
に
お
け
る
」
転
作
日
　

七
土
二
加
で
す
が
、
北
日

再
編
対
．
東
は
、
昭
和
五
十

十
年
聞
の
対
策
と
し
て
実

一
期
対
策
（
5
5
年
～
5
5
年

昭
和
五
十
六
年
よ
り
五
十

年
を
第
二
期
対
策
と
し
’
」

二
期
対
．
束
も
第
一
年
を
終

が
、
智
｝
デ
ん
の
ご
協
力
に

積
を
達
成
す
る
こ
と
が
出

本
を
中
心
に
冷
害
・
水
害
等
に
よ
る
減

収
を
考
慮
し
、
五
十
六
年
目
標
百
積
同

様
の
八
τ
・
七
加
で
、
六
・
六
肋
下
ま

わ
っ
て
配
分
ふ
・
、
れ
ま
し
た
。

各
組
合
別
配
分
面
績
は
別
表
の
と
お

り
で
す
が
、
組
合
に
よ
っ
て
は
、
多
．
少

増
加
し
て
お
り
ま
す
へ
、

非
常
に
困
難
な
問
題
と
考
え
ま
す
が

基
衣
的
に
は
組
合
員
の
皆
ふ
．
・
ん
の
話
し

合
い
に
よ
り
・
、
目
標
達
成
で
・
ノ
、
・
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
．
、

1，285

474

130

水
田
利
用
再
編
対
策

　
　
　
　
5
7
年
目
標
面
積
．
，
八
O

（合　　計）　　　8，07」 105．7 8，070

奨励補助金の額（予想．

●

七
1～α

種 痴
ゆ

　1特定作物
　1一

転回
作

ド
メf

大豆、麦、そぼ、飼料作物

物

計
画
加
算
に
つ
い
て

地
域
ぐ
る
み
の
’
．
’
喧
し
合
い
に
し
へ
r
．
一
、

計
画
き
れ
た
転
作
計
画
酵
を
組
へ
長
ふ
・
、

ん
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
㌧
、
ユ
よ
す
が
、

次
．
の
美
う
な
条
件
が
整
え
ば
、
・
L
画
加

算
金
が
も
ら
え
ま
す
、
．

㌃
地
区
の
目
標
面
積
が
達
成
で
㌧
・
－
て
い

　
る
こ
と
、
．

．
・
実
施
面
積
の
お
お
む
ね
二
分
の
↓
以

　
ヒ
．
の
実
施
水
田
が
一
面
以
L
Z
は
こ

　
山
・
所
以
内
の
地
縁
的
な
ま
と
ま
り
に

団
地
化
ふ
・
、
れ
て
い
る
こ
と
．
、

　
以
ヒ
が
計
画
加
算
金
の
9
つ
ら
え
る
最

低
）
条
件
で
す
が
、
保
全
管
理
に
つ
い

で
は
、
面
積
に
は
入
れ
ま
す
が
加
算
金

は
も
ら
え
ま
日
！
、
「
∴
．
．

名

　　　　　　　果樹（植栽後5年以内）
　　永年腓物…その淋棚乍物、桑・55年までの磁で3四二）

　　　　　　　「．L記蛎の廠（購、ま除く）
奨　 一般作物　　　　　　　林地、養魚地、農業用生産施設（3年未満）
励

（1Gα当り：

補　野

助

額

金

保
全
管
理

＃『

．金

3年未満

43，000

43，0CO

28，0CC

23，000

28，000

」」一

4年以降

管理転咋は56年から58年までに延長きれたが3年経過した火田は、一ヒ記金額より

5，000円減額きれます。　　　　　　　　　　　　【くわしいことは農林課へ】

23，00D



（10）町報とうこう

瓢
妬
う
賛
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鰹
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…醒一

置一

衛
生
だ
よ
り

O
　
母
子
相
談

　
日
時
　
4
月
2
5
日
　
　
（
金
）

　
　
（
受
付
9
か
ら
1
0
時
ま
で
）

場
所
　
老
人
華
言
館

母
子
手
帳
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
／

矢
野
善
助
さ
ん
か
ら
図
書
寄
贈

九
州
建
設
磯
械
販
売
株
式
会
社
社
長
矢
野
善
助
氏
（
本
町
坪
谷
出
身
）
か
ろ

次
の
図
書
の
こ
寄
贈
が
あ
り
．
ま
し
た
、
厚
く
お
礼
を
申
し
ヒ
げ
ま
す
と
と
も

に
中
央
公
民
館
図
書
室
に
備
付
け
て
い
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様
の
御
利
用
を

ハの

閧
�
G
し
歩
へ
あ
3
一
．

　
コ
ン
ゴ
河
、
峠
の
群
像
…
（
上
・
下
〉

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
　
現
実
・
自
立
す
る
ア

つ
リ
カ
、
四
人
目
連
台
艦
隊
司
令
長
官

沖
羅
戦
記
鉄
の
暴
風
、
沈
黙
、
考
え
る

ヒ
ン
ト
（
－
・
2
）
、
吉
田
茂
、
重
臣

た
ち
の
昭
和
史
（
上
・
下
）
、
臣
人
岩

崎
弥
太
郎
（
上
・
下
）
将
軍
の
十
字
架

ソ
連
を
敵
に
し
て
生
き
残
れ
ま
す
か
、

今
ソ
連
は
何
を
狙
っ
て
い
る
か
、
日
本

人
は
な
ぜ
ソ
連
が
嫌
い
か
、
ロ
ー
マ
の

歴
史
、
資
源
戦
略
、
っ
リ
ー
メ
ー
ー
ソ
ン

と
は
何
か
、
妻
の
こ
二
ろ
、
大
人
の
し

つ
け
・
紳
士
の
や
せ
が
ま
ん
、
ノ
ー
メ

ン
ク
ラ
ツ
ー
ラ
’
連
合
艦
隊
の
最
後
付

連
合
艦
隊
の
栄
光
、
西
側
報
道
支
配
へ

の
排
戦
、
四
季
の
薬
草
、
知
的
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
．
の
た
め
の
5
0
0
語
、
お
も
と

培
養
必
携
、
こ
れ
が
沖
縄
戦
だ
、
イ
q
ス
「

ラ
ム
の
核
爆
弾
、
外
相
小
村
寿
太
郎
・
一

ポ
ー
ツ
マ
ス
の
旗
、
提
督
伊
藤
整
の
　
…

生
涯
、
歴
史
を
訪
ね
て
・
筑
紫
路
大
宰
．

府
、
秩
父
の
民
話
と
伝
説
、
博
多
歴
史
　
　

散
歩
・
二
千
年
の
あ
ゆ
み
、
大
宰
府
歴
一

史
散
歩
・
筑
紫
の
都
い
ま
む
か
し
、
幕
一

末
維
新
・
最
後
の
藩
主
二
八
五
人
、
上
「

村
松
園
、
　
（
1
）
縞
木
清
方
（
2
）
、
　
一

北
野
恒
富
・
中
村
大
三
郎
（
3
）
、
寺
〃

島
紫
明
（
4
）
、
伊
東
深
水
（
5
）
、
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
貞
以
（
6
）
、
梶
原
巳
佐
子
・
広
皿

田
多
津
・
北
沢
映
月
（
7
）
、
竹
久
夢
〃

二
（
8
）
、
名
作
選
［
、
1
・
2
・
3
・
　
　

4
一
（
9
～
1
2
）
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
笹

秘
藏
近
世
日
本
屏
風
名
作
展
　
　
　
　
｛

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
昭
和
五
十
七
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
期
間
は
、
評
価
替
並
に
地
方

税
法
の
一
部
改
正
に
伴
な
い
四
月
一
日

か
ら
四
月
二
十
日
ま
で
と
な
り
．
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
毎
年
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の

固
定
資
産
税
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を

確
認
き
れ
る
方
は
少
．
な
い
よ
う
で
す
。

　
是
非
と
も
縦
覧
．
き
れ
、
確
認
し
て
く

　
　
◎
御
寄
付
御
礼

昭
和
五
十
七
年
二
月
十
七
日
か
ら
三
月

十
三
日
ま
で
の
間
に
香
典
返
し
と
し
て

つ
ぎ
の
か
た
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
御

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
冥
福
を
謹
ん

で
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
こ

こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

∵
、
・
．
福
瀬
の
塩
月
マ
サ
エ
き
ん
か
ら

　
（
シ
ン
き
ん
　
八
十
三
才
ご
死
去
）

［，

E
坪
谷
の
弓
場
島
鼠
毛
・
・
ん
か
ら

　
（
ハ
ヤ
き
ん
　
八
十
七
才
ご
死
去
）

冒
、
・
迫
野
内
の
吉
田
康
子
き
ん
か
ら

　
（
拓
き
ん
　
四
十
一
才
ご
死
去
）

7
迫
野
内
の
藤
栄
猛
き
ん
か
ら

　
（
セ
イ
き
ん
　
八
十
四
才
ご
死
去
）

▽
坪
谷
の
矢
野
　
直
さ
ん
か
ら

　
（
…
明
子
適
ヤ
ん
　
六
十
二
才
ご
死
去
）

▽
坪
谷
の
鈴
木
孝
湧
き
ん
か
ら

（
山
本
源
宗
き
ん
七
十
八
才
ご
死
去
）

　
　
◎
心
配
ご
と
相
談
所
案
内

　
毎
週
火
曜
日
は
心
配
ご
と
相
談
日
と

し
’
、
左
記
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま

だ
き
い
⊃

▽
期
　
間
　
4
月
1
日
～
2
！
日
ま
で

7
場
　
所
　
役
場
税
務
課

　
・
∵
縦
覧
．
は
無
料
で
す
が
、
本
人
に
限

　
　
り
ま
す
．
一

　
※
他
人
名
儀
分
（
た
と
え
親
の
名
儀

　
　
で
も
）
を
見
る
場
合
は
委
．
任
状
（

　
　
二
百
円
印
紙
必
要
）
が
必
要
で
す

す
の
で
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
か
ら
ご
遠
慮
な
く
お
出
で

下
き
い
。
個
人
の
秘
密
保
持
に
最
大
の

配
慮
が
な
き
れ
て
い
ま
す
こ
と
を
申
し

添
え
、
相
談
日
以
外
は
各
地
区
民
生
児

童
委
員
の
自
宅
に
て
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

▽
開
設
日

　
4
月
6
日

　
〃

　
〃

　
〃

7
時

132027

間
午
前
9
時
～
P
時
ま
で

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

寺
田
　
黒
木
　
光
志
宅

福
瀬
　
田
辺
　
清
吉
宅

老
人
福
祉
館

羽
坂
　
甲
斐
美
佐
子
宅

行
政
相
談

　
毎
月
第
三
火
曜
日
を
定
例
行
政
相
談

日
と
し
て
国
県
町
等
の
行
政
全
般
に
亘

っ
て
苦
情
要
望
意
見
な
ど
が
あ
る
場
合

相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
が
る
に
相
談
下
き
い

東
郷
町
行
政
相
談
委
員

　
　
　
山
　
口
　
俊
．
一

懸
羅
難
難

　
　
2
月
届
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
一
父
の
名
．

田
　
代
　
　
舞
…
優

日
　
吉
　
幸
　
代
一
勝

一
鶴
田
大
介
太
美
．

…
三
原
　
寛
．
清
臣

結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏
　
　
　
　
　
名

自
　
　
川
　
　
昌
　
　
司

菊
　
　
池
　
　
桂
　
　
子

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

河藤吉塩山
野榮田躰陣

常セ　　シ源1各
　　　　　　［
吉イ拓ン宗
898、4183，8腰

鶴迫羽寺住
舗坂迫所

住
所
一

鶴
野
内

鶴
野
内
㎝

坪
谷
一

福
恵

　
　
　
一

．
迫
野
内
一

…
迫
野
内
…

　
　
　
一

屈
野
内

薫鵡
ミ　女　3，373人　（0）l

！　　　　　　＿　　　1
、世帯数1，771月（　1）l

l　　　　　　　　　l
寒　　57年3月1日現在　　｝

！　（）は対州月比｝
／＿＿＿＿＿＿＿＿＿一～
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